
㈱鳥居発条製作所

環境経営レポート

2022.1～2022.12

作成日：2023.2.28
訂正日：2023.4.14



目次

会社紹介

（１）環境経営方針
（２）組織概要と対象範囲
（３）実施体制
（４）環境経営目標と実績

（５）環境経営計画の取組結果と評価
５－１ 電力による二酸化炭素排出量削減
５－２ ガソリンによる二酸化炭素排出量削減
５－３ 一般廃棄物の削減
５－４ 産業廃棄物（廃材）の削減
５－５ 溶剤の削減
５－６ 水道水の削減
５－７ 地域貢献活動
５－８ 製品のサービス

（６）次年度の環境経営目標と環境経営計画
（７）環境関連法規制等の遵守状況の確認及び評価
（８）代表者による全体の評価と見直し・指示



会社紹介

【創業】1959年

【設立】1969年

【HP】http://www.trs-spring.co.jp/

【売上】 15億円（’22年実績）

【資本金】 1,000万円

【従業員数】 140名（’22年12月末現在）

【認証資格】エコアクション21（2017年版）

ISO9001（2015年版）

事業継続力強化計画企業・認定

経営革新計画・承認

主に自動車部品（小物ばね）を製造し、今年設立５4年目を
迎えました。「品質・信頼・利益」のスローガンのもと、愚直
にものづくりに取り組みます。

http://www.trs-spring.co.jp/


（1）環境経営方針

1 .

2 .

3 .

4 .

制定日： 2018.6.29

代表取締役社長  鳥居　浩

環境経営方針を基に年度目標を定め、各工場で全従業員参加による継続
的な改善活動を実施する

(1)二酸化炭素排出量低減による、省エネルギーの推進

(4)水使用量低減による、省資源の推進

環境汚染に対し、未然防止に努める

環境を保全するため、以下の項目に取り組む

(2)廃棄物・廃材低減による、省資源の推進

環境関連の法規制、及び顧客からの環境に関する要望事項を遵守する

(3)化学物質使用量低減による、省資源の推進

【環境経営方針】

【環境基本理念】

 (株)鳥居発条製作所は、金属を原料とする小物ばねの生産事業活動におい
て、地球環境の保全に積極的に取り組み、環境負荷の低減を進めていくために
以下の「環境経営方針」を制定する。



（2）組織概要と対象範囲

□組織の概要
（１） 名称及び代表者名

株式会社 鳥居発条製作所
代表取締役社長　鳥居 浩

（２） 所在地
本社・第一工場 愛知県みよし市福谷町清水道24番地
第二工場 愛知県みよし市福谷町西道上32番地
第三工場 愛知県みよし市福谷町清水道22番地
ｻﾝﾊﾞｰﾄﾞ工場 愛知県みよし市福谷町市場47番地
日進工場 愛知県日進市岩藤町上原393-2

（３） 環境管理責任者
TEL：0561-36-2085（代）
FAX：0561-36-3241

（４） 事業内容
自動車部品製造
主要製品：小物ばね  （圧縮ばね、引張ばね、ねじりばね、ワイヤーフォーミング）

（５） 事業の規模
製品出荷額 約15億円
主要製品生産量 520トン

本社・第一工場 第二工場 第三工場 ｻﾝﾊﾞｰﾄﾞ工場 日進工場
35名 30名 45名 22名 8名

1,158㎡ 1,549㎡ 1,035㎡ 498㎡ 600㎡

（６） 事業年度 1月～12月

□認証・登録の対象組織・活動
登録事業者名： 株式会社 鳥居発条製作所
対象事業所： 全工場・全組織
活動： 小物ばねの製造

取組の対象組織・活動

従業員　　　　　
延べ床面積　　　

業務課・係長　　下村 祥太



（3）実施体制

・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
　試行・訓練を実施、記録の作成

内部監査チーム
・環境に関する内部監査の計画
・環境に関する内部監査の実施・報告

全従業員
・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境委員会
（職制会議）

・環境活動計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

環境委員
（EA21推進）

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

環境事務局

・環境管理責任者の補佐、EA21推進の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標、環境活動計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境活動レポートの承認

環境管理責任者
（下村）

・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境活動計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境活動レポートの確認

役職・組織ほか 役割・責任・権限

代表者
（社長）

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・環境活動計画書を承認
・代表者による経営における課題とチャンスの明確化を実施
・代表者による全体の評価と見直しを実施

仕上課
係長・G長 係長・G長 係長・G長 係長・G長

環境事務局
下村（補佐：総務課）

環境委員会
（職制会議）

第一製造課 第二製造課 業務課

株式会社 鳥居発条製作所　　実施体制図及び役割・責任・権限表

代表者
社長

内部監査チーム

環境管理責任者
下村



（4）環境経営目標と実績

※二酸化炭素排出係数：「0.472kg-CO2/kWh」中部電力2017年にて算出
※軽油・灯油・LPGに関して、実録値は把握するが、目標値管理からは除く

2023.2.22作成
2023.4.14訂正

×

○

×

×

×

○

○

989,089

基準年度比 2018年 96% 105% 95% 94%

溶剤（PRTR物質
対象）の使用量
削減

kg

基準年度比 2018年 96%

1,669 1,602 1,490

kg 33,320 31,987

26,640

電力による
二酸化炭素削減

kg-CO2 1,015,331 974,718 1,076,852

（実績）

一般廃棄物の削
減

kg 28,042 26,920 33,511

基準年度比 2018年 96% 120%

基準値 2022年 2023年

954,411

基準年度比 2018年 96% 106% 95% 94%

2024年

（目標）

                 年　度
　　項　目 （基準年) （目標）

評価
（目標）

964,564

94%

ガソリンによる
二酸化炭素削減

kg-CO2 34,667 33,280 29,975 32,934

基準年度比 2018年 96% 86%

32,587

95%

二酸化炭素合計

kg-CO2 1,052,222 1,010,133 1,109,711 999,611

基準年度比 2018年 96% 76%

1,368 1,076

95%

26,359

94%

水道水の削減 ㎥ 1,425

95% 94%

94%

50,500 31,654

89% 95%

1,3401,354

基準年度比 2018年 96%

地域貢献活動

産業廃棄物
（廃材/金属く
ず・ステンレ
ス）の削減

実施
コロナのため

中止
年2回実施 年2回実施×

94%

31,321

1,5691,586

95%

実施

2018年

152%

製品のサービス ヒューマンエラー 未加工不具合
1件以下 0件 ○

実施
（検討）

実施
（検討）（客先流出不良） 3件



（5-1）環境経営計画の取組結果とその評価

【電力による二酸化炭素排出削減】

84,823 63,72394,512 105,792 97,553 103,911 82,209 78,3312022年 102,597 93,799 99,759 69,843

11月

87,833 86,295 79,671 66,751

5月 12月

2018年 93,569 81,218 83,483 62,135 90,019 89,189 101,816 93,352

6月 7月 8月 9月 10月1月 2月 3月 4月

〇△×で評価

電力の二酸化炭素削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ×

目標に対し未達となった。大きな要因として日進工
場が追加されたことと、新しい設備が追加されたこ
とにある。
しかし、社内全体で節電の動きがあった。引き続き
継続していきたい。

・退社時のPC電源OFF徹底 ○

・昼休憩時の消灯徹底 ○

・長期連休時の主電源OFF ○
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80,000

100,000

120,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

電力の二酸化炭素排出量/Kg-Co2

2018年 2022年



（5-2）環境経営計画の取組結果とその評価

【ガソリンによる二酸化炭素排出削減】

2,547 2,9562,747 2,758 2,585 2,230 2,519 2,3762022年 2,149 2,200 2,504 2,404

11月

2,944 2,825 2,524 2,779

5月 12月

2018年 2,432 2,936 3,056 2,802 2,570 3,039 3,340 3,420

6月 7月 8月 9月 10月1月 2月 3月 4月

〇△×で評価

ガソリンの二酸化炭素削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ○

基準年に比べ、保有台数が増えたが、ガソリン使
用量は目標を達成する事ができた。

・エコドライブの推進 ○

・カーエアコンの抑制 ○

・使用頻度の抑制 ○

0
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ガソリン二酸化炭素排出量/Kg-Co2

2018年 2022年



（5-3）環境経営計画の取組結果とその評価

【一般廃棄物の削減】

一般廃棄物の削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ×

3月は倉庫移動のため増加した。
印刷物の削減など、地道に進めていきたい。

・印刷物の削減 ○

・シュレッダーの活用 ○

・使い捨てマスクの持ち帰り ○

9月 10月1月 2月 3月 4月

2,486 2,294 3,083 2,394

6月 7月 8月

2018年 2,694 2,003 2,012 2,053

2022年 1,887 2,362 3,194 5,150

〇△×で評価

2,558 2,2872,714 2,742 2,371 2,758 2,056 3,432

11月

2,092 2,610 2,146 2,175

5月 12月

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

一般廃棄物量/Kg

2018年 2022年



（5-4）環境経営計画の取組結果とその評価

【産業廃棄物

（廃材/金属くず・ステンレス）の削減】

2018年 3,040 2,660 2,490

11月4月 5月3月

3,300 2,390 2,970 2,580

×

5月6月は、倉庫閉鎖のため増加した。
工程内不具合削減の意識は向上している。

・再発不具合による廃材低減

・工程内不良の削減

10月 12月

02022年

数値目標

達成状況産業廃棄物（廃材/金属くず・ステンレス）の削減

△

△

3,450 2,910 3,990 3,370 7,360 12,540

1月 2月

5,370 2,940 2,850 2,960

〇△×で評価

2,760

2,200 2,750 3,230 3,000 2,710

6月 7月 8月 9月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

産業廃棄物（廃材）量/kg

2018年 2022年



（5-5）環境経営計画の取組結果とその評価

【溶剤（PRTR対象物質）の削減】

溶剤（PRTR対象物質）の使用量削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ○

流動数の減少もあり、落ち着いた使用量となった。
その中でも工夫できる所は進めていきたい。

・作業ミスによる使用量削減 ○

・塗布ミス防止のための掲示 ○

9月 10月1月 2月 3月 4月

121.7 120.9 167.0 111.1

6月 7月 8月

2018年 121.7 147.4 149.6 129.7

2022年 79.68 143.92 145.52 108.00

〇△×で評価

102.48 160.7287.36 147.60 118.32 120.24 123.12 153.28

11月

130.8 162.3 166.6 140.1

5月 12月

0.0

20.0

40.0
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80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

溶剤使用量/kg

2018年 2022年



（5-6）環境経営計画の取組結果とその評価

【水道水の削減】

]

83.0

水道水の使用量削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ○

昨年同様、目標達成となった。
引き続き節水の呼びかけを進めたい。

・節水の呼びかけ ○

・節水蛇口の装着 ×

1月 2月 3月 4月 5月

2018年 119.4 118.6 101.8 103.4

83.088.0 88.0 84.5 84.5 91.0 91.02022年 109.5 109.5 82.0 82.0

〇△×で評価

119.4 120.2 120.2 120.2

12月

122.2 121.4 131.2 127.2

6月 7月 8月 9月 10月 11月

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水道水使用量/㎥

2018年 2022年



（5-7）環境経営計画の取組結果とその評価

【地域貢献活動】

〇△×で評価

水道水の使用量削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ×

新型コロナの関係で、本年は実施しなかった。
来年は2回実施したい。

・会社周辺の清掃（鳥居クリーン大作戦） ×



（5-8）環境経営計画の取組結果とその評価

【製品のサービス（客先流出不良）】

【目標】
・未加工客先不具合・「1件以下」

（2021年実績：1件発生）
【取組み】
・未加工に特化したポイントレッスン作成

【評価】
・未加工客先不具合「0件」で目標達成

作業中断時・・・

作業再開時・・・

予想される不具合
・異品混入
・異物混入/付着
・工程飛び
・テレコ　など

考えらえるヒューマンエラー項目

№

-

【参考資料】：（2019/冨澤）A-KOMIK 人為ミス未然防止対策の具体的な考え方・進め方

㈱鳥居発条製作所

━ ━━

承認改訂日

品
質

向
上

会
議

ヒューマンエラー防止

改　訂　経　歴

改訂者

品質

テーマ 作業中断時および作業再開時の留意点

作成日 2020.9.18
承認 作成

改訂内容

ワンサイクル例（油付工程）

ワンサイクル作業を意識した上で中断を行う。

その際、

① 型内・治具内等に製品が残ったまま中断しない

② フタ掛けを行い離席する

前の作業がどこまで進んだかを振り返り確認を行う

番号 キーワード 人間の心理的な弱点

1 見間違い 見間違うことがある

2 勘違い 思い込みや錯覚がある

3 気を利かせ過ぎ つい先走りすることがある（できるだけ早く・楽に）

4 心離れ 頭と身体が別行動することがある（意識飛び）

5 気のゆるみ 無意識に手足だけ動かしているときがある

6 目学（めがく） 自分に都合の良い判断をすることがある（近道行動）

【参照ポイントレッスン】

（2006/鳥居）作業を中断する際の遵守事項について

振り返り確認実施すべし

よし！

下
村

製品を処理台に
のせる

移動票・かんば
んを抜き取る

チェックシートに
記録する

移動票・かんば
んを添付する

処理を行う

〇△×で評価

製品のサービス（客先流出不良） 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ○

目標値「1件以下」に対し、「0件」で目標を達成し
た。引き続き活動を継続していきたい。

・未加工不具合・低減活動の実施 ○



（6）次年度の環境経営目標と
環境経営計画

2022.1.15作成

目標達成手段

 (取組の自己チェックで◎をつけた項目） 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

・退社時のPC電源OFF徹底 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 基準年比 95%

・昼休憩時の消灯徹底 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 964,564 kg-Co2

・長期連休時の主電源OFF 〇 〇

・エコドライブの推進 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 基準年比 95%

・カーエアコンの抑制 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 32,934 kg-Co2

・使用頻度の抑制 〇 〇

・印刷物の削減 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 基準年比 95%

・使用済みマスクの持ち帰り 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 26,640 kg

・シュレッダーの活用 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

・再発不具合による廃材低減 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 基準年比 95%

・工程内不良の削減 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 31,654 kg

・作業ミスによる使用量削減 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 基準年比 95%

・塗布ミス防止のための掲示 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1,586 kg

・節水の呼びかけ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 基準年比 95%

・節水蛇口の装着 ○ 1,354 ㎥

地
域
貢
献

地
域
貢
献

・工場周辺の清掃 〇 〇

製
品
の
サ
ー

ビ
ス

品
質
向
上

・多数個不良・重点活動 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

年2回実施

客先流出不良
5件以下

水

廃
棄
物
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出
量
削
減

水
使
用
量
削
減

目標

化
学
物
質

項目

二
酸
化
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素
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出
量
削
減

方針

化
学
物
質
削
減

2023年スケジュール
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（7）環境関連法規制等の遵守状況の
確認及び評価

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、関係当局より違反等の指摘は、過去3年間ありませんでした。

条項

（法律、規則、施行
令）

届出
報告

届出先 証拠 判定

・委託基準：一廃収集業者の許可の確認 法6条の2第6・7
項、
令4条

一般廃棄物(紙くず、繊維く
ず、木くず、生ごみなど)

1回/年 業務課 許可証
○

・委託基準：産廃収集運搬・処理業者の許可の確認、契約 法12条の5・6項 産業廃棄物（金属類・廃
プラ類・廃ガラス・廃油）

契約書/許可証
につき1回/年

業務課 契約書・許
可証 ○

・保管基準の遵守 法12条2項 掲示版60cm×60cm
飛散・流出・浸透防止
周囲に囲い
保管高さ
ねずみ、蚊、はえ等

設置時 環境委
員会

現場観察

○

・保管基準の遵守（水銀使用製品） 法12条2項の8 （上記に加え）
混合なしのこと

設置時 環境委
員会

現場観察
○

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出
（鉄粉）

法12条の3第6項、
則8条の27

6月末まで
（電子届出） ○

知事
（西三河県
民事務所）

環境委
員会

報告書
○

・運搬・処分を委託時、産業廃棄物管理票（マニフェスト伝
票）の交付

法12条の3、法12
条の5

引渡3日以内
○

情報処理セ
ンター

環境委
員会

通知
○

・特定施設の事前届出 法6条 県条例による特定施設
・空圧機・送風機　3.7kW以上
・機械プレス　　　すべて

空圧機　7.5kW 1台
　　　　 11.0kW 2台
　　　　 15.0kW 2台
　　　 　22.0kW 1台

機械プレス 100kN 2台
　　　　　　　250kN 1台
　　　　　　　350kN 1台

新設/変更時

○

みよし市長 業務課

環境委
員会

新設（無）
届出書

○

・地域別騒音基準の遵守 法5条、S43年告示
1

県条例による規制基準
【全工場：調整区域】
昼間：60dB以下
朝・夕：55dB以下
夜間：50dB以下

1回/年
（公害防止協定）

〇

みよし市長 業務課

環境委
員会

報告書
（公害防止
協定）

○

・特定施設の事前届出 法6条 県条例による特定施設
・空圧機・送風機　3.7kW以上
・機械プレス　　　 294kN以上

空圧機　7.5kW 1台
　　　　 11.0kW 2台
　　　　 15.0kW 2台
　　　   22.0kW 1台

機械プレス 350kN 1台

新設/変更時

○

みよし市長 業務課

環境委
員会

新設（無）
届出書

○

・地域別振動基準の遵守 法5条、S51告示環
90

県条例による規制基準
【全工場：調整区域】
昼間：65dB以下
夜間：60dB以下

1回/年
（公害防止協定）

〇

みよし市長 業務課

環境委
員会

報告書
（公害防止
協定） ○

水質汚濁防止法
・油及び有害な化学物質の流出事故時の措置と届出 法14条の2第2項 油類の保管

化学物質の取り扱い
事故時

○
(事故時)

知事 業務課 事故（無）
○

大気汚染防止法
・事故時の措置と通報 法17条 事故時 ○

(事故時)
知事 業務課 事故（無）

○

・簡易点検の実施 法16条の2 業務用エアコン 1回/3ヶ月 環境委
員会

点検記録
○

・フロン類の登録充填回収業者による引き渡し義務 法41条 業務用エアコン 廃棄時 環境委
員会

委託確認書
○

家電リサイクル法

・対象機器4品の正しい処分 法6条 エアコン
テレビ
冷蔵庫

廃棄時 業務課 廃棄（無）
家電リサイ
クル券控え

○

悪臭防止法
・事故時の届出 法10条 トルエン

メチルイソブチルケトン
事故時

○
(事故時)

みよし市長 業務課 事故（無）
○

高圧ガス保安法

・事故時の届出 法63条 LPガス 事故時

○
(事故時)

知事

尾三消防本
部

業務課 事故（無）

○

・第1種指定化学物質取扱者は排出・移動量を報告（年間
取扱量１トン以上で従業員21名以上の場合）

法6条 トルエン 6月末まで
（電子届出）

○

知事

経済産業省

衛生管
理者

報告書

○

・性状及び取扱に関する情報（ＳＤＳ）の受取・発行 法14条 SDS更新毎 衛生管
理者

SDS発行受
取状況 ○

・指定数量未満の危険物保管の扱い 法9条の4 市町村火災予防条例：危険物
保管の指定数量1/5以上の届
出

第4類第1石油類：40L
第4類第2石油類：200L
第4類第3石油類：400L

設置時

○

尾三消防本
部・署長

業務課 現場観察
点検表 ○

・消防用設備等の点検及び報告 法17条の3 非特定防火対象物 1回/3年
○

尾三消防本
部・署長

業務課 報告書
○

・粉じん発生施設設置時の届出 条例7条2 県条例による対象規模
・研磨機3.75kW以上

研磨機　14.8kW 10台 新設時に事前申
請 〇

西三河
県民事務所
（豊田加茂）

環境委
員会

新設（無）
届出書 ○

・特定化学物質取扱量届出 条例68条2 従業員：21名以上
該当物質・年間取扱量1t以
上

トルエン 6月末まで
（電子届出） ○

西三河
県民事務所
（豊田加茂）

衛生管
理者

届出書

○

・特定化学物質管理書提出 条例69条2 従業員：21名以上
該当物質・年間取扱量1t以
上

トルエン 変更時

○

西三河
県民事務所
（豊田加茂）

衛生管
理者

変更（無）
管理書

○

・特定事業所の事故時の措置に関する届出
（特定化学物質）

条例70条1 従業員：21名以上
該当物質・年間取扱量1t以
上

トルエン 事故時

○
(事故時)

知事

西三河
県民事務所
（豊田加茂）

業務課 事故（無）
届出書

○

・アイドリングストップの義務 条例77条 事業者より従業員へ指導 社用車9台 1回/年 環境委
員会

○

廃棄物の適正な
処理の促進に関

する条例

・委託中の定期的な処理業者確認 条例7条 実地確認の義務 収集運搬業者
中間処理業者
最終処分業者

1回以上/1年 環境委
員会

チェック表

○

化学物質排出把握管
理促進法
（PRTR法）

消防法

県民の生活環境
の保全等に関す

る条例

担当
遵守評価

廃棄物処理法

騒音規制法

振動規制法

フロン排出抑制法

法規制等の名称
該当する要求事項
（対応すべき事項）

関連条例等による規制 該当する設備・項目
点検・測定頻度、

実施時期

届出・報告



（8）代表者による全体の評価
見直し・指示

本年度より新たに日進工場が加わり運用を開始した。
環境負荷物質等の排出は増えてしまうと思うが、全社
で協力し、品質を確保した上で、できる限り抑えていき
たい。

そんな中、昨今の電気代等の高騰により、節電の意
識が活動を通じ出てきていることはありがたい。
引き続き体制を維持し運用に努めたい。

代表取締役社長 鳥居 浩

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

【2022年度】
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